
２
０
２
５
年
度 

国
際
政
治
経
済
学
部 

総
合
型
選
抜
Ⅱ
期
（
自
己
ア
ピ
ー
ル
型
）
入
試 

出
題
の
意
図
・
解
答
例 

  

出
題
の
意
図 

２
０
２
４
年
４
月
４
日
の『
朝
日
新
聞
』
朝
刊
第
２
面
に
掲
載
さ
れ
た
記
事
「
時
時
刻
刻 

労
働
減
ら
す
と
患
者
の
命
が
」
を
題
材
に
、
日
本
の
医
療
現
場
が
直
面
す
る
働
き
方
改
革
と
人
手
不
足
の
ジ
レ
ン
マ
に
つ
い
て
問
う
問
題

で
あ
る
。
よ
り
具
体
的
に
は
、
問
一
で
は
、
日
本
の
医
療
現
場
、
と
り
わ
け
地
域
医
療
が
直
面
す
る
ジ
レ
ン
マ
の
中
身
を
正
確
に
読
み
取
れ
る
か
、
問
二
で
は
、
同
様
の
問
題
が
医
療
の
世
界
の
み
な
ら
ず
、
他
の
職
種
、
就
業
現
場
で

も
起
き
て
い
る
こ
と
を
認
識
し
、
そ
れ
を
説
明
で
き
る
か
を
問
う
た
。 

採
点
に
あ
た
っ
て
は
、
日
本
社
会
を
と
り
ま
く
問
題
に
つ
い
て
関
心
を
持
ち
、
内
容
を
理
解
で
き
て
い
る
か
、
多
面
的
・
多
角
的
な
視
点
か
ら
自
分
の
考
え
を
ま
と
め
、
そ
の
意
見
が
的
確
に
伝
わ
る
よ
う
に
根
拠
の
示
し
方
や
説

明
の
仕
方
が
工
夫
さ
れ
て
い
る
か
を
評
価
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
た
。 

 

解
答
例 

問
一 

 

医
師
の
働
き
方
改
革
は
、
勤
務
医
の
時
間
外
労
働
を
年
９
６
０
時
間
に
制
限
し
、
医
師
の
健
康
を
守
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
が
、
地
域
医
療
の
現
場
で
は
、
こ
の
上
限
を
厳
格
に
あ
て
は
め
る
と
医
師
が
不
足
し
、
医
療
の
提

供
が
難
し
く
な
る
と
い
う
問
題
が
生
じ
て
い
る
。
特
に
田
代
篤
史
医
師
が
働
く
徳
之
島
の
徳
洲
会
病
院
の
よ
う
に
、
人
手
不
足
の
地
域
の
病
院
で
は
、
労
働
時
間
を
減
ら
す
と
診
療
体
制
が
縮
小
し
、
患
者
の
命
に
大
き
な
影
響
を

与
え
る
恐
れ
が
あ
る
。 

こ
う
し
た
問
題
に
対
応
す
る
た
め
、
厚
生
労
働
省
は
上
限
を
年
１
８
６
０
時
間
に
拡
大
す
る
特
例
を
設
け
た
が
、
こ
れ
は
過
労
死
ラ
イ
ン
の
月
８
０
時
間
を
大
幅
に
超
え
、
医
師
の
負
担
を
増
や
す
リ
ス
ク
が
あ
る
。
厚
生
労
働

省
は
医
師
の
働
き
方
改
革
に
よ
っ
て
状
況
は
改
善
し
つ
つ
あ
る
と
主
張
す
る
が
、
効
果
は
限
定
的
で
あ
り
、「
隠
れ
宿
日
直
」
や
「
自
己
研
鑽
」
と
し
て
実
際
の
労
働
時
間
を
記
録
し
な
い
問
題
も
起
き
て
い
る
。 

こ
の
よ
う
に
、
医
師
の
健
康
を
守
り
な
が
ら
地
域
医
療
を
維
持
す
る
た
め
の
適
切
な
バ
ラ
ン
ス
を
見
つ
け
る
こ
と
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。 

 

問
二 

 

医
師
の
労
働
時
間
問
題
を
解
決
す
る
に
は
、
い
く
つ
か
の
方
法
が
考
え
ら
れ
る
。
第
一
に
、
医
師
の
人
手
不
足
の
解
消
が
重
要
で
あ
る
。
医
師
の
数
を
増
や
す
た
め
に
は
、
大
学
医
学
部
の
定
員
を
拡
大
し
、
医
師
の
な
り
手
を

増
や
す
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
医
師
以
外
の
医
療
ス
タ
ッ
フ
に
業
務
を
分
担
す
る
こ
と
で
、
医
師
は
医
師
に
し
か
で
き
な
い
仕
事
に
集
中
し
、
業
務
の
効
率
性
を
上
げ
る
べ
き
で
あ
る
。 

第
二
に
、
医
療
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
進
め
る
こ
と
が
有
効
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
を
取
り
入
れ
れ
ば
、
移
動
す
る
こ
と
な
く
遠
隔
地
の
患
者
を
診
療
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
た
め
、
医
療
者
の
負
担
を
軽

減
す
る
と
同
時
に
医
療
の
質
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
人
工
知
能
（
Ａ
Ｉ
）
を
活
用
し
た
診
断
支
援
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る
こ
と
で
、
診
療
の
効
率
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。 

第
三
に
、
労
働
時
間
の
適
正
管
理
も
重
要
と
な
る
。「
隠
れ
宿
日
直
」
や「
自
己
研
鑽
」
な
ど
労
働
時
間
管
理
の
曖
昧
さ
を
解
消
す
る
た
め
に
、
労
働
基
準
監
督
署
の
監
査
を
強
化
し
、
厳
格
な
管
理
を
行
う
必
要
が
あ
る
。 


